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京
都
・
長
岡
京
跡

ｏ

所
在
地
　
　
　
一　
一爪
都
府
長
岡
京
市
神
足
麦
生
、
二
　
同
市
今
里
四
丁

目

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
四
年

（平
６
）
三
月
１
四
月
、
二
　
一
九
九

二
年

一
月
―
三
月

発
掘
機
関
　
　
側
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
原
　
秀
樹

遺
跡
の
種
類
　
一　
都
城
跡
、
二
　
古
墳

・
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
一　
長
岡
京
期

（七
八
四
―
七
九
四
年
）、
二
　
古
墳
時
代

前
期
―
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

一　
左
京
六
条
二
坊
三
町

（左
京
第
三
二
六
次
調
査
）

当
地
は
左
京
六
条
二
坊
三
町

の
北
西
隅
に
位
置
し
て
お
り
、

帥

調
査
で
は
東

一
坊
大
路
東
側
溝

期

を
中
心
に
土
坑
、
溝
、
柱
穴
、

＜

六
条
々
間
小
路
南
側
溝
の

一
部

を
検
出
し
た
。
本
地
点
の
東

一
坊
大
路
東
側
溝
は
、
幅
二

。
Ｏ
Ｉ
二

。
三
ｍ
、

深
さ
○

。
四
―
○

・
六
ｍ
で
あ
る
。
溝
底
が
深
く
な
る
南
側
部
分
に
は
、
両
岸

を
杭
と
側
板
で
護
岸
し
た
橋
と
考
え
ら
れ
る
施
設
が
あ
り
、
約
四

・
五
ｍ
分
確

認
し
た
。
長
岡
京
の
橋
と
し
て
は
最
大
級
で
あ
り
、
同
様
の
規
模
を
も
つ
門
が

大
路
に
面
し
て
設
け
ら
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
こ
の
ほ
か
、
交
差
点
の
南
で
は

平
ら
な
面
を
上
に
し
て

一
列
等
間
隔
に
並
ぶ
三
個
の
人
頭
大
の
石
と
、
転
が
っ

た
と
み
ら
れ
る
同
じ
く
ら
い
の
石
を
三
個
余
り
検
出
し
た
。　
一
列
に
並
ぶ
石
は
、

層
位
的
に
側
溝
が
半
ば
埋
ま
っ
た
段
階
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遷
都
当

初
の
造
営
か
ら
時
間
を
お
い
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
石
の
上
に

板
な
ど
を
並
べ
た
橋
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

遺
物
は
、
土
師
器

・
須
恵
器

・
黒
色
土
器

・
三
彩
陶
器

・
瓦

・
木
皿

・
糸
巻

き

。
鉄
釘

。
神
功
開
宝

。
獣
骨

・
碁
石
な
ど
が
出
土
ｔ
、
ま
た
斎
串

。
櫛

。
人

面
墨
書
土
器

・
土
馬

。
桃
の
種

・
銅
銭
が
多
い
点
は
、
条
坊
交
差
点
で
の
祭
祀

を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
土
師
器
と
須
恵
器
の
食
器
類
に
は

「大
」

「器
」
堅
己

「万
」
「□
足
」
「山
」
と
墨
書
し
た
も
の
や
、
「十
」
「汁
」
「汁
」

「＊
」
「革
」
な
ど
の
記
号
を
墨
書
、
線
刻
し
た
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。

一
一　
右
京
三
条
三
坊
四
町

（右
京
第
四
人
八
次
調
査
）

調
査
地
は
、
長
岡
京
の
西
二
坊
大
路
と
三
条
条
間
南
小
路
に
面
す
る
右
京
三

条
三
坊
四
町
の
北
東
部
に
位
置
す
る
ほ
か
、
古
墳
時
代
中
期
前
半
に
築
造
さ
れ

た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
今
里
車
塚
古
墳
の
後
円
部
お
よ
び
周
濠
の
一
部
と
重
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
方
に
は
郡
名
を
冠
す
る
乙
訓
寺
が
あ
り
、
当
地
は
古
代



よ
り
乙
訓
郡
の
中
心
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
長
岡
京
跡
右
京
第
四
人
八
次
調
査

（今
里
車
塚
古
墳
第
八
次

調
査
）
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
古
墳
は
、
京
都
府
教
育
委
員
会
が

一
九
七
八

・
七
九
年
に
実
施
し
た
右
京
第

一
二

・
二
六
次
調
査

（今
里
車
塚
古

墳
第
一
二
一次
調
査
）
で
初
め
て
確
認
さ
れ
、
長
岡
京
の
西
二
坊
大
路
が
、
後
円

部
と
南
北
の
凋
濠
部
分
を
路
面
に
改
変
し
た
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
局
濠

か
ら
出
上
し
た
人
面
墨
書
土
器
や
人
形
、
土
馬
な
ど
の
祭
祀
遺
物
や
二
彩
陶
器

は
、
古
墳
の
削
平
や
埋
め
立
て
に
と
も
な
い
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
お
り
、
今
回
も
同
様
の
祭
祀
遺
物
が
出
土
し
た
。
周
濠
か
ら
は
、
埴
輪
や

木
製
品
の
ほ
か
、
長
岡
京
期
と
平
安
時
代
前
半
期
の
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、

中
世
に
は
周
濠
を
分
断
し
て
杭
で
護
岸
し
た
土
堤
が
築
か
れ
、
溜
池
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
古
墳
に
関
す
る
遺
物
で
は
、
他
に
類
例
の
な
い
大
型
の

木
製
飾
り
板
の
出
土
が
特
筆
さ
れ
る
。
な
お
、　
一
九
九
〇
年
の
右
京
第
三
五
二

次
調
査

（今
里
車
塚
古
墳
第
七
次
調
査
）
で
は
、
周
濠
内
か
ら
木
簡
が

一
点
出
土

し
て
い
る

（本
誌
第

一
三
号
）
。

Ｓ
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　

左
京
六
条
二
坊
三
町

ω
・
同
』醒
騨

。
□
　
延
暦
四
×

人
名
と
年
号
が
表
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
。
文
字
は
肉
眼
で
も
確
認
で
き
る
が
、

一
部
の
文
字
は
破
損
に
よ
る
折
れ
と
傷
み
で
判
読
で
き
な
い
。
木
簡
に
は
転
用

時
に
付
け
ら
れ
た
墨
線
と
斜
め
に
切
断
し
た
跡
が
あ
り
、
再
利
用
に
あ
た
っ
て

加
工
や
細
工
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
木
筒
の
形
態

。
用
途
、
人
名
に

つ
い
て
は
断
片
の
た
め
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
文
字
が
大
き
く
当
初
の
材
の

幅
は
現
状
の
ほ
ぼ
三
倍
に
復
元
で
き
る
。

（
μ
騨
∞
）
×

（
］
釦
）
×
頓
　
ｏ
∞
中

士_ィ_¬__r_十一葺
Cm



1994年出上の木簡

一
一　
右
京
三
条
三
坊
四
町

＜

（符
篠
）
（顔
と

□

＜

（符
篠
）
（文
様
力
）

（符
篠
ヵ
）

合

じ

×

含

じ

×

卜
　

⇔
∞
Φ

（
Ｐ
枷
∞
）
Ｘ

（
∞
∞
）
×

ヽ
　

ｏ
∞
Ｐ

木
簡
は
、
周
濠
北
西
部
の
下
層
か
ら
二
点
出
土
し
た
。
と
も
に
墨
書
が
明
瞭

に
残
る
呪
符
木
簡
で
あ
る
が
、
そ
の
全
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
い
は

一

方
の
側
面
と
上
下
端
を
欠
損
し
て
お
り
、
切
り
込
み
に
つ
い
て
は
二
次
的
な
可

能
性
も
あ
る
。
表
面
は
長
方
形
の
区
画
の
中
に
□

（星
）
を
三
か
ら
四
つ
横
に

並
べ
、
下
に
は
顔
ら
し
い
表
現
が
あ
る
。
裏
面
に
も
回
、
Ш
な
ど
を
配
し
て
お

り
、
欠
損
す
る

一
方
に
も
同
様
の
回
、
Ш
を
並
列
し
た
可
能
性
が
高
い
。
両
面

に
は
、
上
部
に
曲
線
で
表
現
さ
れ
た
記
号
ま
た
は
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

傷
み
と
折
れ
で
何
な
の
か
判
然
と
し
な
い
。
②
は
真
ん
中
で
左
右
二
片
に
割
れ

て
お
り
、　
一
部
傷
み
で
墨
書
が
見
え
な
い
う
え
に
上
下
端
を
欠
損
し
て
い
る
。

表
裏
に
削
り
痕
が
残
る
。
中
央
に
七
個
の
○

（雷
）
を
ほ
ぼ
左
右
対
称
に
並
べ
、

そ
の
両
外
側
に
は
六
回
螺
旋
状
に
尾
を
巻
く
符
を
配
し
、
上
下
に
門
符
か
と
思

わ
れ
る
中
国
の
符
に
似
た
表
現
を
す
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
に
つ
い
て
は
他
に
同
様
の
出
土
例
が
見
当
た
ら
ず
、
今
後
同

様
の
事
例
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
待
た
れ
る
。

木
簡
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
周
濠
が
中
世
ま
で
完
全
に
埋
ま
る
こ
と
な
く
機

能
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、
長
岡
京
期
か
ら
中
世
前
半
期
ま
で
の
時
間
幅
が
あ

る
が
、
木
簡
が
出
土
し
た
下
層
の
土
器
か
ら
判
断
す
る
と
、
長
岡
京
期
か
ら
平

安
時
代
前
半
期
の
幅
に
お
さ
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
、
向
日
市
教
育
委
員
会

清
水
み
き
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（原
　
秀
樹
）

―
9)




